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実証運行の結果 5

• 「あいBusまつの」の実証実験を開始した令和７年10月以降、コミュニティバスと「あいBus
まつの」の利用者数を合わせた1日あたり利用者数が前年同月比で増加した。



実証運行の結果 6

• 利用登録者数は増加を続けており、サービスの認知は進んできている。（町内65歳以上人口の
約2割にあたる人数が登録）

• 一方で実利用者数は伸び悩んでおり、3月～6月までの4ヶ月間で新規利用者は2人に留まる。
 利用登録はしても実際の利用には結びついていない現状がある。



実証運行の結果 7

Aエリア Bエリア Cエリア A・Bエリア

10時台 0.28 1.05 0.64

11時台 1.15 1.30 1.55

13時台 0.69 1.90 0.89

14時台 0.79 5.38 0.35

15時台 2.12 2.39 0.34

16時台 0.21 0.49 0.20

17時台 0.00 1.27 0.28 1.15

18時台 0.00 0.00 0.03 0.00

合計 5.24 13.77 4.27 1.15

• どのエリアでも11時台は1日1.0人以上の利用がされている。
• Aエリア、Bエリアでは14時台や15時台の利用が多く、Cエリアでは午後の利用はまばらに
なっている。

• 土曜日は平日と比べて利用が少ない傾向にある。

Aエリア Bエリア Cエリア A・Bエリア

10時台 0.18 0.74 0.35

11時台 0.44 0.85 0.50

13時台 0.21 0.85 0.68

14時台 0.18 0.29 0.62

15時台 0.00 0.65 0.26

16時台 0.00 0.38 0.21

17時台 0.05 0.24 0.21 0.08

18時台 0.00 0.00 0.00 0.00

合計 1.05 4.00 2.82 0.08
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• 従来の鉄道・コミュニティバスのみでのカバー圏域外での利用者も確認でき、これまで公共交通の
利用が難しかった住民も公共交通での移動が出来るようになっている。



実証運行の結果 9

• コミュニティバスは土曜日や朝早い時間帯の便では1回あたり1.0人を下回る便もある。
• コミュニティバスでフィーダー補助*を受ける場合の要件となる1回あたり2.0人以上の利用者
数を満たしていない路線もある。

※ 幹線系統を補完する支線（フィーダー）系統の内、経常赤字であることなどいくつかの要件を
満たす系統の運行経費に対して交付される国の補助金。
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• 「あいBusまつの」の導入により、運行経費が大きく上昇している。
• 燃料費や人件費の上昇に伴い、今後も運行経費の上昇が見込まれる。

※ R7年度は、10月～3月の半年間のみ「あいBusまつの」の運行を実施したため、「あいBusまつ
の」の運行経費を半年分計上。
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本格運行に向けた考え方 11

今後の方向性
• 利用者数の増加や、バス停等から離れた場所に暮らす住民の利用など、一定の導入効果が確認され
たため、令和８年10月1日から本格運行への移行を目指す。

• ただし、運行経費の大幅な増加は、本格運行移行後の運行継続における大きな障壁であり、対応が
必要。

• また、サービスは認知されつつあっても実際に利用に結びついていないケースが増えているため、
利用のきっかっけづくりとなる取組が必要。

見直しの考え方
• 本格運行への移行にあたり、運行効率化による運行経費削減を行う。
• 併せてフィーダー補助等も活用しながら、町の負担を過度に増加させることなく運行の維持を目指
す。

• 継続的に周知を行いながら、実際に利用できるサービスとして住民への浸透を目指す。



10月からの本格運行にあたっての
見直し内容について
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① 利用の少ない夕方の時間帯での運行時間短縮（予約受付時間の変更なし）
内容
• 10:00～18:30となっている運行時刻を、10:00～18:00に30分短縮する。
• 電話予約受付時刻はこれまで通り9:00～16:30とする。
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① 運行時間の短縮（予約受付時間の変更なし）

背景
• 18時台はほとんど利用されていない状況である。
• 夕方は17時台に通勤の定期利用があるが、運行時刻が18時台にかかることはなく、既存利用者
への影響は少ない。

期待される効果
• 運転業務委託料を年間約70万円程度削減できる見込み。

Aエリア Bエリア Cエリア A・Bエリア

10時台 0.28 1.05 0.64

11時台 1.15 1.30 1.55

13時台 0.69 1.90 0.89

14時台 0.79 5.38 0.35

15時台 2.12 2.39 0.34

16時台 0.21 0.49 0.20

17時台 0.00 1.27 0.28 1.15

18時台 0.00 0.00 0.03 0.00

合計 5.24 13.77 4.27 1.15
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② 土曜日の運行見直し（定時定路線便の廃止及び運行車両台数の削減）
内容
• 土曜日は朝の定時定路線便を廃止し、 「あいBusまつの」のみとし、土曜日は終日2台体制で
の運行とする。

• 宇和島バスとの接続確保のため、 「あいBusまつの」の運行時間を前倒しにし、7:30～16:00
とする。

• 電話予約受付は9:00～14:30とする。
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背景
• 土曜日はコミュニティバス・ 「あいBusまつの」共に利用が少なく、運行効率化の余地あり。
• 土曜日の「あいBusまつの」の運行は2台でも十分可能と見込まれることから車両を3台→2台
に削減。

• 土曜日は終日「あいBusまつの」のみの運行とする。
• 10:18虹の森公園発の便は基本土日祝運休となるため、8:58虹の森公園発の便との接続確保が
必要となるが、現状の「あいBusまつの」の運行時間では対応できないため、運行時刻を前倒
しにすることで接続を確保する。

• 事業者の通常業務への影響を考慮して、電話予約の受付は通常通り9時開始とし、7:30～
10:00の利用はWeb予約か前日までの電話予約とする。

Aエリア Bエリア Cエリア A・Bエリア

10時台 0.18 0.74 0.35

11時台 0.44 0.85 0.50

13時台 0.21 0.85 0.68

14時台 0.18 0.29 0.62

15時台 0.00 0.65 0.26

16時台 0.00 0.38 0.21

17時台 0.05 0.24 0.21 0.08

18時台 0.00 0.00 0.00 0.00

合計 1.05 4.00 2.82 0.08
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期待される効果
• 運転業務委託料・予約受付業務委託料を合わせて年間約200万円削減できる見込み。
• 1回あたりの利用者数が少ない土曜日の運行がなくなることで、定時定路線便でフィーダー補
助を受ける際の要件である「1回あたり2人以上の利用者数」を満たしやすくなる。

留意すべき点
• 葛川線・上家地線は現状のペースでは要件を満たせないため、継続的な利用促進が必要。
• 土曜日の朝に「あいBusまつの」を利用する場合、前日までの予約またはWebでの予約が必要
となるため、住民に対する丁寧な周知や、利用ハードルを下げる取り組みが必要。
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• 10月からの運行は以下の通り。



今後の利用促進について 19

利用促進の取組
• 広報誌等を用いた継続的な周知の実施。
• 愛媛県等との連携による、公共交通を利用したおでかけ講座の開催。


